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農
業
委
員
と
し
て

こ
の
３
年
間
の
活
動
を
振
り
返
っ
て

豊岡市長へ意見書提出

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

三
年
間
を
振
り
返
っ
て

地
域
農
業
の
課
題
解
決
に

向
け
て

豊岡うまいもんカルタ

豊
岡
市
農
業
委
員
会
会
長

大
　
原
　
博
　
幸

私
達
の
任
期

は
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

が
、
世
界
を
震

撼
さ
せ
て
い
た
三
年
前
、
や
る
気
と
不

安
が
入
り
混
じ
る
中
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

農
地
法
の
審
議
、農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
、

意
見
書
の
提
出
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
へ

の
取
り
組
み
等
、
多
く
の
業
務
を
こ
な

し
て
き
ま
し
た
が
、
感
染
対
策
を
実
施

し
な
が
ら
の
業
務
遂
行
は
、
貴
重
な
経

験
と
な
り
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
関
係

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
感
謝
い
た
し
ま

す
。と

こ
ろ
で
国
に
お
い
て
は
、
人
と
農

地
等
に
関
す
る
施
策
が
見
直
さ
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
中
で
人
・
農
地
プ
ラ
ン
は
、

地
域
計
画
と
し
て
、
全
集
落
で
作
成
す

る
こ
と
が
法
定
化
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

地
域
計
画
の
作
成
に
は
農
業
委
員
会
の

役
割
が
重
要
と
な
っ
て
お
り
、
農
地
集

積
の
目
標
地
図
作
成
が
、
農
業
委
員
会

の
業
務
と
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
農
業

委
員
会
へ
の
期
待
の
大
き
さ
を
感
じ
て

い
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
豊
岡
市
は
、
農
業
ビ
ジ

ョ
ン「
豊
岡-

グ
ッ
ド
ロ
ー
カ
ル-

農
業
」

の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
実
現

の
た
め
に
は
、
優
良
農
地
の
保
全
、
確

保
等
、
農
業
委
員
会
の
活
動
が
重
要
と

な
り
ま
す
。
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代
を

前
向
き
に
捉
え
、
農
業
委
員
会
活
動
を

さ
ら
に
活
発
化
し
、
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
に

寄
与
す
る
こ
と
を
祈
念
し
て
あ
い
さ
つ

と
し
ま
す
。

会
長
職
務
代
理
者
兼

農
地
対
策
委
員
長

原
　
　
清
　
美

　

豊
岡
市
農
業

委
員
会
の
任
務

と
し
て
、
農
地

法
の
許
可
・
決

定
等
、
農
業
者

年
金
へ
の
加
入
促
進
、
農
政
へ
の
意
見

具
申
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
、
食

農
教
育
の
推
進
、
遊
休
農
地
の

解
消
な
ど
、
い
ず
れ
も
重
要
課

題
の
な
か
、
浅
学
非
才
な
私
が

重
責
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
こ
と
は
、
こ
れ
も
ひ
と
え

に
委
員
各
位
の
ご
協
力
の
お
陰

と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

中
で
も
、「
豊
岡
う
ま
い
も
ん

カ
ル
タ
」
の
制
作
に
は
多
く
の
皆

様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
完
成

で
き
ま
し
た
こ
と
は
大
変
感
慨

深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
豊
岡

の
未
来
を
背
負
う
子
供
た
ち
に

食
の
大
切
さ
と
農
業
の
理
解
者

を
一
人
で
も
多
く
広
げ
ら
れ
る

よ
う
、
機
会
あ
る
ご
と
に
披
露
・

活
用
す
る
こ
と
が
課
題
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
う
た
び
に
遊
休
農
地
が
増
え
て
い
く

様
を
見
る
に
つ
け
て
、
今
後
ど
の
よ
う

に
農
地
を
守
っ
て
い
く
の
か
、
地
域
住

民
が
当
事
者
と
な
り
話
し
合
い
を
進
め

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
良
い
方
向
が
見

出
せ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
豊
岡
市

の
農
業
が
目
指
し
て
い
る
コ
ウ
ノ
ト
リ

と
の
共
生
社
会
の
更
な
る
発
展
に
繋

げ
、
持
続
的
な
農
業
生
産
の
促
進
が
図

れ
ま
す
よ
う
地
域
の
皆
さ
ま
と
豊
岡
市

農
業
委
員
会
が
手
を
携
え
て
活
動
を
展

開
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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若手農業者との意見交換会

農
地
利
用
の
最
適
化
に
向
け
て

会
長
職
務
代
理
者
兼

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
長

村
　
田
　
憲
　
夫

農
地
の
売
買
、

転
用
、
農
地
改

良
等
申
請
の
審

議
や
地
域
の
人

の
相
談
相
手
と

し
て
、
地
域
に
根
付
い
た
委
員
と
し
て

活
動
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
地
利
用
の
最
適
化
と
遊
休

農
地
の
解
消
に
向
け
、
農
業
者
の
話
に

耳
を
傾
け
、
農
会
長
会
や
農
政
の
説
明

会
、講
習
会
に
も
率
先
し
て
参
加
を
し
、

そ
の
活
動
の
中
で
い
た
だ
い
た
農
業
者

の
声
を
と
り
ま
と
め
、
そ
の
声
が
農
政

に
反
映
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。委

員
と
し
て
、
地
域
内
を
回
り
、
農

地
が
農
地
と
し
て
機
能
し
て
い
る
か
、

管
理
さ
れ
て
い
る
か
調
査
し
、
地
域
に

耕
作
放
棄
地
候
補
が
増
え
る
中
で
、
地

域
の
「
守
る
べ
き
農
地
」
の
た
め
、
遊

休
農
地
の
発
生
防
止
と
解
消
に
向
け
活

動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
農
業
委
員
、

推
進
委
員
の
協
力
の
下
、
地
域
の
農
地

の
現
状
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
の
把
握

は
で
き
つ
つ
あ
り
、
次
期
の
委
員
に
繋

げ
て
参
り
ま
す
。

　

昨
今
は
、
若
手
農
業
者
の
意
見
を
聞

く
機
会
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
今
年
度

は
、
地
域
部
会
で
意
見
交
換
会
が
実
施

さ
れ
、
就
農
し
て
間
も
な
い
農
業
者
の

生
の
声
を
聴
き
、
微
力
な
が
ら
相
談
に

乗
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
と
て
も

意
義
深
い
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
ま
た
毎
年
、
小
学
校
で
の
食
農
教

育
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
児
童
の
皆

さ
ん
に
田
ん
ぼ
の
保
全
活
動
を
農
家
の

人
と
一
緒
に
農
業
委
員
、
推
進
委
員
も

行
っ
て
い
る
こ
と
を
お
話
し
た
と
き
の

子
ど
も
達
の
声
や
キ
ラ
キ
ラ
し
た
眼
差

し
が
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
三
年

間
、
委
員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
下
、
活

動
で
き
た
事
と
、
地
域
の
皆
様
方
の
ご

協
力
に
感
謝
し
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

③　とよおか農業委員会だより　2023. 3. 24

農地法許可等の申請受付日
月 申請受付日
４月 ３日（月）、４日（火）、５日（水）
５月 １日（月）、２日（火）、８日（月）
６月 １日（木）、２日（金）、５日（月）
７月 ３日（月）、４日（火）、５日（水）
８月 １日（火）、２日（水）、３日（木）、４日（金）、７日（月）
９月 １日（金）、４日（月）、５日（火）
10月 ２日（月）、３日（火）、４日（水）、５日（木）
11月 １日（水）、２日（木）、６日（月）
12月 １日（金）、４日（月）、５日（火）

農地法改正に伴う下限面積要件
が廃止になります。

許可要件の一つに、農地取得後に経営
する面積の下限面積（40 アール）が
定められていましたが、令和５年４月
１日から、下限面積要件が廃止される
こととなりました。
なお、農地の権利取得に必要なそのほ
かの要件（全部効率利用、農作業常時
従事、地域調和等）は、継続となりま
すのでご注意ください。



国府平野

ビオトープ

遊休農地

宮岡農業委員
日高地区

安岡推進委員
日高地区

平野農業委員
国府・八代地区

中村推進委員
八代地区

和田推進委員
国府地区

　とよおか農業委員会だより　2023. 3. 24　④

日
高
東
地
区
の
中
で
国
府
地
区
を
担
当

し
て
い
ま
す
。
当
地
区
は
日
高
の
他
地
区

と
比
べ
比
較
的
遊
休
農
地
も
少
な
い
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
農
業
従
事
者
の

不
足
、
高
齢
化
、
有
害
鳥
獣
な
ど
問
題
は

他
地
区
と
同
様
に
山
積
し
て
い
ま
す
。
今

か
ら
３
年
後
、
５
年
後
の
プ
ラ
ン
を
立
て

地
域
の
皆
様
と
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

こ
の
ご
ろ
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ

て
よ
く
目
に
付
く
の
が
側
溝
や
田
圃
に

瓶
、
缶
、
ゴ
ミ
袋
等
が
ポ
イ
捨
て
さ
れ
て

い
て
、
マ
ナ
ー
の
悪
さ
に
呆
れ
る
と
共
に

危
険
も
感
じ
て
い
ま
す
。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
な
り
、

遊
休
農
地
の
確
認
、
農
地
の
パ
ト
ロ
ー
ル

な
ど
日
々
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

（
国
府
地
区
推
進
委
員　

和
田　

美
好
）

　

八
代
地
区
を
担
当
し
て
い
ま
す
が
当
地

区
も
御
多
分
に
も
れ
ず
高
齢
化
、
後
継
者

問
題
に
悩
ま
さ
れ
て
い
て
遊
休
農
地
が
増

え
、
特
に
中
山
間
地
の
田
圃
に
は
顕
著
に

現
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
八
代
保
育
園
に
隣
接
す
る

遊
休
農
地
を
ビ
オ
ト
ー
プ
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
メ
ダ
カ
、
カ
エ
ル
、
ド
ジ

ョ
ウ
、
タ
ニ
シ
、
タ
ガ
メ
等
の
水
生
生
物

が
生
息
し
蓮
も
植
え
ら
れ
、
７
月
頃
に
は

綺
麗
な
花
を
咲
か
せ
、
園
児
達
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
暖
か
く
な
る
と

園
児
達
が
ビ
オ
ト
ー
プ
の
中
に
入
っ
て
、

色
々
な
水
生
生
物
を
網
で
掬
っ
て
水
槽
に

採
り
勉
強
会
が
開
か
れ
ま
す
。
た
ま
に
コ

ウ
ノ
ト
リ
も
飛
来
し
、
園
児
達
を
喜
ば
せ

て
く
れ
ま
す
。

　
（
八
代
地
区
推
進
委
員　

中
村　

勝
美
）

６
年
前
、
先
輩
委
員
と
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
に
同
行
し
ま
し
た
。
各
集
落
間
に
多
少

の
差
が
あ
る
も
の
の
、
概
ね
集
落
よ
り
山

沿
い
の
用
水
路
や
農
道
及
び
周
囲
の
栽
培

状
況
や
未
整
備
田
な
ど
栽
培
環
境
の
悪
い

場
所
に
遊
休
農
地
が
多
く
認
め
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
聞
取
調
査

に
よ
り
有
効
利
用
や
耕
作
依
頼
な
ど
実
施

す
る
も
、
山
間
部
は
ま
す
ま
す
荒
廃
し
、

最
近
で
は
平
坦
地
や
幹
線
道
路
沿
い
ま
で

散
見
さ
れ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

年
々
増
加
す
る
遊
休
農
地
は
農
家
や
集

落
、
地
域
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
複
雑
に
絡

み
合
っ
た
多
種
多
様
の
要
因
が
あ
り
、
一

つ
や
二
つ
の
対
策
で
解
決
す
る
と
は
思
え

ま
せ
ん
。
こ
こ
ま
で
ひ
ど
く
な
っ
た
反
省

も
緊
迫
感
も
あ
り
ま
せ
ん
。
農
家
も
地
域

も
い
ま
一
度
振
り
返
っ
て
み
る
時
期
が
来

て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
農
家
や
地

域
で
問
題
の
解
決
が
で
き
れ
ば
よ
い
が

･･･

。
（
日
高
地
区
推
進
委
員　

安
岡　

平
夫
）
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今
年
度
、
11
月
29
日
に
委
員
27
名
の

参
加
に
よ
り
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し

た
。研

修
先
は
丹
波
市
農
業
委
員
会
、
丹

波
ひ
か
み
農
業
協
同
組
合
で
し
た
。
視

察
の
目
的
は
他
の
農
業
委
員
会
の
委
員

活
動
報
告
及
び
意
見
交
換
、
ま
た
土
地

利
用
型
農
業
に
つ
い
て
学
び
委
員
の
研

鑽
を
深
め
る
こ
と
で
す
。

丹
波
市
農
業
委
員
会
と
の
活
動
事

例
の
報
告
会
で
は
丹
波
市
か
ら
3
名
、

当
委
員
会
か
ら
2
名
の
委
員
か
ら
日
頃

の
取
り
組
み
を
報
告
し
て
頂
き
、
双
方

活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

豊
岡
市
農
業
委
員
会
か
ら
の
活
動

報
告
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

日
高
町
西
気
地
区
の
概
要
。
区
数
：

7
区
、
人
口
：
約
700
人
、
高
齢
化
率
：

43.1
％
、
耕
地
面
積
：
約
162
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

水
稲
作
付
面
積
：
76
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
担

い
手
農
家
：
3
名

西
気
地
区
の
主
な
課
題
は
次
の
と

お
り
。
①
人
口
減
少
②
人
材
の
不
足
③

不
在
地
主
農
地
の
増
加
の
懸
念
④
獣
害

⑤
農
地
中
間
管
理
事
業
の
限
界
⑥
農
業

用
施
設
の
老
朽
化
⑦
農
地
に
携
わ
る
人

の
減
少
、
農
地
保
全
に
関
す
る
住
民
意

識
の
希
薄
化

西
気
地
区
で
は
今
後
も
進
む
で
あ

ろ
う
耕
作
者
の
減
少
や
遊
休
農
地
の
増

加
を
懸
念
し
、
危
機
管
理
を
地
区
全
体

で
共
有
し
て
農
地
利
用
調
整
の
検
討
を

進
め
よ
う
と
準
備
し
て
い
ま
す
。
地
域

内
の
農
会
長
の
会
合
で
の
「
い
き
い
き

農
地
バ
ン
ク
方
式
」
の
検
討
や
今
後
の

農
地
管
理
に
つ
い
て
農
家
の
意
向
調
査

や
話
し
合
い
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
水
稲
作
付
面
積
15
ヘ
ク
タ

ー
ル
を
地
区
内
の
担
い
手
農
家
が
担
っ

て
い
ま
す
。

持
続
可
能
な
地
域
営
農
の
た
め
に

は
担
い
手
を
主
体
と
し
た
農
地
の
集

積
、
集
約
化
を
進
め
、
効
率
的
な
農
地

利
用
が
出
来
る
よ
う
地
区
住
民
が
協
力

し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
後
も
推
進
委
員
と
し
て
地
域
の

営
農
が
継
続
し
て
い
け
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

内
町
地
区
の
概
要
。
戸
数
：
34
戸
、　

農
家
戸
数
：
30
戸
、
農
地
面
積
：
約
18

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
高
齢
化
率
：
41.1
％
、
内

町
農
事
組
合
法
人
（
令
和
元
年
10
月
設

立
）昭

和
40
年
代
後
半
の
ほ
場
整
備
か

ら
約
半
世
紀
。
少
子
高
齢
化
の
影
響
も

あ
り
、
人
力
に
頼
っ
た
維
持
管
理
作
業

に
限
界
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

そ
こ
で
、
効
率
よ
く
生
産
性
の
高

い
農
業
を
実
現
す
る
べ
く
、「
農
地
中

間
管
理
機
構
関
連
農
地
整
備
事
業
」
を

利
用
し
、
ほ
場
の
大
区
画
化
を
計
画
し

ま
し
た
。
維
持
管
理
作
業
の
負
担
に
な

っ
て
い
る
草
刈
り
は
、
自
走
式
草
刈
機

や
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
に
装
着
す
る
草
刈

機
「
ハ
ン
マ
ー
ナ
イ
フ
モ
ア
」
な
ど
を

使
用
し
、
労
力
の
大
幅
軽
減
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

内
町
農
事
組
合
法
人
の
組
合
員
で

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
営
農
組

合
が
10
年
後
も
元
気
に
活
動
で
き
る
た

め
に
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
ま
と
め
農
地

集
積
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

現
在
で
は
「
1
集
落
1
農
場
へ
」
と

し
て
集
落
の
全
農
地
を
内
町
農
事
組
合

法
人
へ
集
積
し
て
効
率
化
を
図
っ
て
い

ま
す
。
合
言
葉
「
心
は
一
つ
、
力
を
合

わ
せ
、
楽
し
く
、
仲
良
く
、
農
地
を
守

り
、
村
繁
栄
」。
今
後
も
集
落
の
農
地

保
全
の
た
め
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

丹波市農業委員会との活動事例報告会の様子

石原章二推進委員
（奈佐地区担当）

和藤達也推進委員
（西気地区担当）

視
察
研
修
報
告「
丹
波
市
農
業
委
員
会
」

委
員
活
動
を
報
告
し
ま
し
た

⑤　とよおか農業委員会だより　2023. 3. 24

活
動
報
告
①

「
豊
岡
市
日
高
町
西
気
地
区
の

取
り
組
み
」

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

和
藤
　
達
也

活
動
報
告
②

「
再
整
備
と
農
事
組
合
法
人
の
両
輪
で

守
る
集
落
の
未
来
」

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

石
原
　
章
二



学校給食で試食された無農薬栽培米「つきあかり」

森脇組合長と朝倉さんしょ圃場

成田市雄さん

開花しはじめたストック

きばっとんなる人らぁ○50 このコーナーでは、
地域で頑張るみなさんを紹介します。

「集落の農地はみんなで守る」
天谷営農組合（但東町天谷）

　但東町合橋地区と福知山市夜久野町を結ぶ県道
但東夜久野線沿いに秋に出現する帯状の黄色いド
ーム菊を目にされたことはありませんか。ここが
天谷区で14戸の集落です。
　農地は９haが区画整理済ですが10a未満の圃
場が多く、高齢化が進み耕作・管理が困難になり
つつある中で、“集落内の農地は遊休農地にした
らあかん、みんなで守ろう”と平成26年に全戸
が組合員となり「天谷営農組合」が設立されました。
　組合は７名の役員が中心となり、朝倉さんしょ
を４箇所の圃場45ａで340本栽培し約200kgを
出荷されています。また、小菊を10ａに約5,000
株、ビニールハウスでストック約3,000株、そば
50ａなどを栽培し、姫路やＪＡ等に出荷されて
います。稲作は刈取、乾燥調製と草刈作業のみ受
託しているそうです。
　組合長の森脇幸夫さんは、「さんしょの収穫量
をより増やすために剪定の仕方や施肥量、また菊
などの花きは出荷時期に合わせた花の咲かせ方な
どを試行錯誤しながら行っている。年により気候
が異なり自然が相手の農業は難しいがやりがいが
ある。」と熱く語られました。

　黄色のドーム菊は出
荷されてないそうです
が、県道からよく見え
る田に栽培され、通行
する人の目を楽しませ
癒してくれます。今年
も期待しております。

（農業委員　大谷　均）

「子ども達の未来のために」
成田　市雄さん（豊岡市森津）

　成田市雄さんは「コウノ
トリ育む農法」によるお米
の栽培に長年取り組まれ、
無農薬栽培の面積を年々増
やしてこられました。売れ
行きは徐々に上がっていき、
売る心配が和らいだ頃、“あ
れ？”と思われたそうです。子ども達に食べても
らいたくて頑張ってきたのに、豊岡で作った無農
薬栽培米のほとんどが豊岡の外に出ている。豊岡
の子ども達に食べてもらいたい。それなら学校給
食にと考えたそうです。
　しかし、ここで問題になったのは価格でした。

「コシヒカリ」では学校給食に使えない単価でし
た。そのため、収量性と食味を考えた品種を決め、
3年間実証栽培された結果、収量は十分あり食味
もコシヒカリと食べ比べをしても半数近い人に美
味しいと言われた「つきあかり」、これなら学校
給食に向いていると思われたそうです。学校給食
の試食会では「いつもより甘かった」との児童の
声も聞かれ、いよいよ無農薬栽培のお米が学校給
食に提供されます。
　最後に夢は何ですかと聞いたところ、豊岡市が
進める有機農業の生産から消費まで一貫し、住民
を巻き込んだ「オーガニックビレッジ」の先進地
域作りに協力し、仲間をもっと増やしたいと思い
ます。コウノトリ野生復帰推進事業の終焉なんだ
ろうなって思っています。ただ、夢が大きすぎて
人生の終焉の方が早いかもしれませんけどね！」
と笑っておられました。
　益々のご活躍をお祈りしたいと思います。

（農業委員　村田　憲夫） 

　とよおか農業委員会だより　2023. 3. 24　⑥



　2022 年１月から12月までに利用権が設定（公告）された賃貸借（賃借料が有料）における賃借料水準（10ａ
当たり）は、以下のとおりです。
　この金額はあくまで参考です。これを目安に土地の広さ、形状、水利等各種条件を考慮し、賃貸借当事
者間で賃借料を決めてください。（近年では使用貸借（貸借料が無料）が多く設定されています。）

2023年２月27日　　豊岡市農業委員会
■田（水稲）

地域名 平均額（円 /年）最高額（円 /年）最低額（円 /年） 抽出筆数
（賃借料が有料）

使用貸借筆数
（賃借料が無料）

豊岡地域 11,600 17,200 6,000 52 1,009
城崎地域 － － － － －
竹野地域 6,300 6,300 6,300 8 24
日高地域 7,000 10,000 3,000 50 256
出石地域 5,000 8,000 2,000 70 143
但東地域 6,400 　7,000 4,500 6 51

（参考）全域平均 7,500 186 1,483

【この表の見方】
１　抽出筆数は、標準的な賃借料を算出するため、全賃借料の平均値±70％を超えるものを除いています。
２　賃借料を現物で定めている場合は、60kg当たり12,600 円で換算しています。
３　金額は、100 円単位に四捨五入しています。
４　参考のために使用貸借（賃借料が無料）の筆数もお知らせします。
５　畑については事例が少ないため算出していません。

⑦　とよおか農業委員会だより　2023. 3. 24

農地の賃借料情報
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全国農業新聞を購読してみませんか！
 ＊お申し込みは

農業委員会事務局または、
地元の農業委員・推進委員

まで週刊（毎週金曜日発行）　月 700円
（送料、消費税込）

農業の最新情報を提供

　
私
達
は
、間
も
な
く
委
員
の
任
期
満
了
と
な
り
ま

す
。今
期
委
員
と
し
て
最
後
の「
農
委
だ
よ
り
」の
担

当
と
な
り
、い
つ
も
よ
り
気
合
を
入
れ
て
編
集
を
行

っ
て
参
り
ま
し
た
。今
号
は
左
記
６
人
の
担
当
委
員

で
行
い
、原
稿
の
見
直
し
と
校
正
を
重
ね
て
、第
54

号
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
、推
進
委
員
と
し
て
、大
事
な
農
地
の

利
用
の
最
適
化
に
向
け
た
活
動
を
行
い
、次
世
代
に

バ
ト
ン
を
繋
ぐ
の
が
使
命
で
あ
る
と
感
じ
て
、そ
の

思
い
を「
農
委
だ
よ
り
」に
寄
稿
し
て
い
ま
す
。併
せ

て
、地
域
で
活
動
さ
れ
て
い
る
方
々
の
紹
介
も
行
い
、

農
業
者
の
皆
さ
ん
の
後
押
し
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、地
域
に
根
ざ
し
た
農
業
委
員
会
と

し
て
自
覚
を
持
ち
活
動
を
行
い
ま
す
の
で
、引
き
続

き
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
な
お
、今
号
を
お
読
み
に
な
っ
て
気
が
付
か
れ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、委
員
ま
た
は
事
務
局
に
ご

一報
く
だ
さ
い
。

（
編
集
委
員
長　
村
田　
憲
夫
）

農委だより第54号は私たちが担当しました。
後列左から　瀧下委員、森田委員、宮岡委員
前列左から　平峰委員、村田委員、大谷委員

菌床シイタケ表紙について

　シイタケを栽培するには「原木栽培」と「菌床栽培」
があります。「原木栽培」とは伐採した天然の木にド
リルで穴をあけて、そこに種菌を植え付けて林の中な
どの自然環境できのこを発生させる栽培方法です。一
方、「菌床栽培」はオガクズに米糠などの栄養を混ぜて
固めた培地に、種菌を接種して栽培する方法です。原
木栽培で収穫できるのは年に1～２回です。菌床栽培は、
１年を通して収穫することができます。例えばシイタ
ケの原木栽培では、収穫できるのは春と秋だけのため、
収穫時期以外は干しシイタケに加工するしかありませ
ん。一方、菌床栽培では、生シイタケを1年中食べるこ
とができます。冬の鍋シーズンにはかかせない存在と
なっていますよね。
　シイタケは低カロリーなのに栄養満点！シイタケに
は、三大旨味成分のひとつであるグアニル酸、食物繊維、
ビタミンD、カリウムなどなど栄養たっぷり。メタボ
リックシンドロームや生活習慣病、がんの予防にも効
果があると言われています。おいしいだけでなく、体
に良いこと尽くめの健康食材シイタケを食べましょう。

（農業委員　森田　強）

とよおか農業委員会だより　2013. 8. 25　⑧


